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表紙

【交付書面】

第123期 報告書

株主の皆様へ

自 2022年４月１日　至 2023年３月31日

富士通株式会社



2023/05/22 9:03:22 / 22948276_富士通株式会社_招集通知

株主のみなさまへ

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　ここに第123期（自 2022年4月1日　至 2023年3月31日）の報告書をお届けするにあたりまして、ご挨拶申しあ
げます。
　当社は、パーパス（存在意義）を「イノベーションによって社会に信頼をもたらし、世界をより持続可能にしてい
く」ことと定め、お客様の価値を創造し、事業成長と安定に貢献するとともに、社内DX（デジタルトランスフォーメ
ーション）のさらなる実践により自らの変革に取り組んでおります。
　当社グループは、あるべき世界の実現に向けて解決すべき社会課題を起点に、クロスインダストリーの視点とデジタ
ルテクノロジー基盤によってイノベーションを継続的に生み出すことで、新たな価値を提供し、ビジネスの変革と持続
可能な社会の実現への貢献を目指しております。
　当期においては、サステナブルな世界を実現するためのグローバルな事業ブランド「Fujitsu Uvance」を中心とす
るビジネスをさらに推進してまいりました。
　また、お客様事業のDX化・グローバル化をより一層後押しするために、DXをリードする国内ビジネスプロデューサ
ーのデザイン思考による商談スタイルの変革や、グローバルで統一された手法によるソリューション・サービスの開発
標準化などにも注力してまいりました。
　当社グループ自らのDXとしては、データドリブン経営の強化に向け、社内の業務プロセスや業務システムをグロー
バルで統一されたものに刷新する「OneFujitsu」プログラムや、新たな働き方を実現する「Work Life Shift」など、
人員、体制の強化も含めた社内変革に取り組んでおります。また、非財務分野における評価指標として「お客様
NPS®」、「従業員エンゲージメント」および「DX推進指標」を掲げ、継続的に各評価の改善にも取り組んでまいり
ました。
　これらの取り組みは、富士通グループのさらなる成長につながるものであると確信しており、今後も継続していく所
存です。

代表取締役社長

　当期の業績については、デジタル化などのDX関連ビジネスの受注が増
加したことによる利益改善に加え、ソリューション・サービスの開発標準
化に伴う生産性向上などが寄与し、営業利益および当期利益ともに過去最
高益となりました。当期の業績の詳細につきましては、当報告書の3頁を
ご覧ください。
　こうした実績や財務状況、今後の経営環境などを踏まえ、当期の年間配
当については、2022年4月に公表した計画のとおり240円とさせていただ
きます。7期連続の増配であり、前期の年間配当から20円の増配となりま
す。
　2023年度は新たな中期経営計画のもと、パーパスの実現および経営方
針の達成に向け、お客様にご提供する価値の創造とそのための変革をより
一層推進していく所存です。そして当社のキャピタルアロケーションポリ
シーのもと、今後も安定的な配当に加え、資本効率も意識した自己株式の
取得を積極的に行い、総還元額の拡大を継続してまいります。
　株主の皆様におかれましては、なにとぞ倍旧のご指導、ご⽀援を賜りま
すようお願い申しあげます。

2023年6月

　

株主の皆様へ

（注）「Fujitsu Uvance（フジツウ ユーバンス）」：“あらゆる（Universal）ものをサステナブルな方向に前進（Advance）させる”という2つの言葉
を重ね合わせた、当社の事業ブランドの名称。

（注）「お客様NPS®（ネット・プロモーター・スコア）」：企業やサービスに対するお客様の信頼度や愛着度を示す「顧客ロイヤリティ」を測る指標。
（注）「DX推進指標」：経済産業省が定める、デジタル経営改革の推進状況を成熟度という形で評価する指標。
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